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映 像 に み る 意 味 指 数 の 変 化

城 西 大 学 女 子 短 期 大 学 部

　 　 　 　 　 　 平 澤 　 洋
一

　 文 章 は言 語 情 報 ・非 言 語 情 報 な ど の 連 鎖で あ る が 、 映 像 も 同 様 な 構成 に よ っ て

意 味 が 流 れ て い る の で あ ろ うか 。 NHK 『小 さな旅 』 を調 査例 に して コ ミ ュ ニ ケ
ーシ

ョ ン 指数 を も と に 分析 す る 。

1　 は じめ に

　 文章 は 「文 化 指数 」　「成 立 条 件指数 」　「言 語 指数 」　「心 理 指数 」　「非言 語 指数 」 を 総 体

化 した コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 指 数 の 流 れ と して 把 握 す る こ とが 可 能で あ るが 、 映 像 の 場 合 に

も 同 様な 現象 が 見 られ る の で あ ろ うか 。 ま た 、言 語 指 数 と 非 言 語 指数 の 相 関性 や 重 要 度 の

違 い は 、 ど の 程 度な の で あ ろ うか 。 こ の 疑 問を 明 らか に す るた め 、 調 査 を実 施 した 。 被験

者に 外 国 人 が 含 ま れ た 調 査 な の で 番 組 の 選 定 に 苦 しめ ら れ る と こ ろ で あ る が 、 多 文 化 調 査

の
一

貫 と して 平 成 4 〜 5 年 に 『小 さな旅 』 （平 成 4 年 4／30、 5／7、7／23 お よ び 12／10放送分 ） 、

『金 メ ダ ル へ の 道』　（平成 4 年 7／23NHK 放 送分 ） 、 『西 田 ひ か る の 痛 快 人物 伝 雌　（同 5／7

NHK 放 送分 ） 、
ニ ュ

ー
ス 番 組 （同4ハ 1、 7／23 、 12／10 、 平成 5年 1／7）を 調査 した こ とが あ

っ た の で 、調 査 結 果 の 比 較 と い う 目 的 を も か ね て 、今 回 は 『小 さ な 旅 』　（平 成 4 年 4／30N

HK 放送 分 「残 雪 は るか 城 の 春 　 　　信 州松 本 市」 を 調 査 例 に して 、映 像 に お け る コ ミ ュ

ニ ケ ーシ ョ ン 指 数 の 動 き と認 知 の 問 題 に っ い て 考察 し て み た い e 『小 さ な 旅 』 は い ず れ も

日本 文 化 を 反 映 した 興 味深 い テ
ー

マ を 追 っ て い た が 、 4／30の もの に 最 も 顕 著な 認 知差 が 観

察 さ れ た 。 番組 調 査 の 被 験 者 は 平 成 5 年 1 月 が 別 科生 27名 ＋ 短 大 生 80名 、平 成 6 年 5 月 が

短 大 生55 名 、平 成 10年 9 月 が 別 科生 20名 ＋ 短 大 生40 名 、計 222名 で あ る 。

2　 調 査 番 組 の 構成

　今 回 調 査 し た 『小 さ な 旅 』　（26分 40 秒 ） は 「題 名 タ イ ト ル 」　「16の 小 話 」 と 「END タ

イ ト ル 」で 構成 され て い る 。

（1）　題 名 タ イ トル 、 タ イ ト ル バ ッ ク 。

（2）　 早 春 の 松 本城 。

（3 ）　± 蔵 を 改 造 し た 商 店街 。

（4 ）　手 鞠 を 作る 。 昔 な が ら の 手 作 業 。 色 鮮 や か な 手 鞠 が で き あ が る 。

（5）　女 鳥 羽 が 流 れ る 。

（6 ）　 豊 か な 湧 き 水 。 女 た ち が 物 を 洗 っ て い る 。 生 活 の 水 が 活 き て い る 。

（8 ）　 本 陣 「村井 宿 」 。 伝 統 が ず し る と重 い 。

（9）　ち ょ うちん を 作 る 職 人 。

（10）　 （14分 30秒 ） 夕 焼 け の 松 本城 。 湖 面 に 夕 日 が 美 しい 。

（11）　豊 作 を祈 る鳥 居火 。

（12 ＞ （暗 か ら 明 に 画 面 が
一

転 して ）女 馬 羽 川 の 源 流、岸辺 に 花 々 が 咲 く 。
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（13）

（14）

（15）

（16）

（17）

（ls）

（17分 29秒 ） 桜 の 花 が た わ わ に 咲い て い る 。 花 の 下 を 園児 た ちが 歩 い て くる 。

飴 作 り 。 職 人 の 技 。

桃 の 花が 咲 く。

桃 味 噌 （花 味 噌 ） を 作 る 職人 。

苗代 を作 る 。

END タ イ トル 、 タ イ トル バ ッ ク 。

3 　 調 査結 果

　 こ の 作 品が 「お も し ろ か っ た 」 と答 え た 被 験者 の 数 は 、 予 想 して 歌 よ りは 多 か っ た 。 し

か も評 価 は 5 段階 の 4 と 5 の 回答 が 圧 倒 的 で あ っ た 。 こ れ は 『小 さ な 旅 』 全 体 の も っ 優 れ

た構成 力 、 語 り 、 カ メ ラ ワ ーク 、音 楽 な どが 学 生 た ち に 高 く評 価 さ れ た か らで あ る 。 4 ま

た は 5 で 評 価 づ け た 学 生 た ち に 理 由 を求 め る と 、 こ ん な理 由が 上位 を 占め た 。

　 1　 画 面 に 変 化 が あ る か ら 。

23456語 り手 が い い か ら 。

自然が すば ら しい か ら 。

出 て き た 人 た ち の 印 象が い い か ら 。

背 景音 楽が す ば ら し い か ら 。

い っ も観て い る し、お も しろ い か ら 。

　次 に 「お も しろか っ た 」が 「つ ま ら な か っ た 」 よ り 多 か っ た の は 、 前 出 （1）〜 （18 ）の うち 、

（2）早 春 の 松 本 城 、（4 ）手 鞠 を 作 る 、（9）ち ょ うちん を作 る 職人 、 （10 ）夕焼 けの 松 本城 、 （12）

女 鳥 羽 川 の 源 流 、 （13）桜 の 花が た わ わ に 咲 く、（16）職 人 が 桃 味 噌 を 作 る 、 の 7 場 面 で あ っ

た 。 （2）、 （10＞、 （：2）、 （13）は 、 い ず れ も色 調 の 非 常 に 美 しい 情 緒 的 な 自 然 を 捉 え た 画 面 ば

か りで あ る 。 （15 ）の 桃 の 花 は 、や は り桜 ほ どに は 共感 を呼 ば なか っ た 。 （4 ）、 （9）、 （16）は

学 生 た ちに 新 鮮 な 印 象 を 与 え た が 、同 じよ う に 働 く人 の 姿 を 映 して い な が ら 、 （7）わ さ び 田

で働 く、 （14）飴作 りの 職 人 、 （17）苗 代 を 作 る 、 の よ うな 画 面 に は ほ とん ど興 味 を示 さな か

っ た 。 こ れ は 、視 聴 者 の 印 象 を 新鮮 化 す る 「シ
ー

ン の 転換 」 「小話 の 転 換 」　「飛 躍 」な ど、

「新鮮 化 指数 」　（後 出 ） と 名づ け た い 意 味 特 徴 群 の 構 成が イ ン パ ク ト と起伏 に 欠 け て い た

か ら で あ る 。

4 　 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 指 数 の 分 析

　題 名 タ イ トル の 中 に 「残 雪 は る か 」　「城 」　「春 」　「信州 松 本市 」 と い う 重 要 な 語 句 が こ

め ら れ て お り 、 「残 雲 は る か 」 と 「春」 か ら 「浅 い 春 」 、同 内 容 表 現 の 「城 」　「信 州松 本

市 」 か ら 「松 本 市 」 が 被 験 者 に 認 知 さ れ た で あ ろ う 。 い うま で も な く 「浅 い 春 」 は 「時 」

を 「松本 市 」 は 「所 」 を あ らわ して い て 、 こ の 二 っ の 意 味特 徴 は こ の 番組 の 最 初 か ら 最 後

ま で 一貫 して 関 与 的 で あ る 。 そ し て 「誰 」 や 「何 」 に あ た る 行 勦主 体 や 変化 主 体が い ろ い

ろ登 場 し て くる 。 い ろ い ろ とい うこ とは 、 行 動 も変 化 も さ ま ざ ま な バ リ エ ーシ ョ ン を 有 し

て 姿 を 変 え な が ら番 組の 中 を流 れ て い くわ け で あ り 、 こ れ を意 味論 の 視 点 か ら 見 れ ば 、映

像の 流 れ は 意 味特 徴 の 束 の 流 れ と して 捉 え る こ とが で き る （意 味 特徴 の 総 体 と して 捉 え よ

う と す る か ぎ り、両 者 は 近 似 的 に は な る も の の 、 も とよ り意 味量 は 完 全 に は
一

致 しな い ） 。

　 こ の よ うな こ とが 起 こ るの は 、 被 験 者 た ち の 映 像理 解 の 深 層 に 、新 た な 認 知 や 感 情 の 起
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伏 を も た ら す 「何 か 」 が 存在 す る か ら で あ る 。 そ して そ の 「何か 」 に は 、 「時 」 r所 」　「行

動主 体 」　「変化 主 体」　「色 」　「音」　「歩 く」　「回 す」　「流 れ る」　「揺 れ る」 ……
、 実 に 多

く の 意 味特 徴 の 東 と関 係 して い る 。 具 体 的に は 、 次 の よ うな 意味 特徴 で あ る 。

A 送 信 者指 数 ＝ あ らわ れ な い 。

B 文 化 指数 ＝ 異 文 化度 、 異 言 語 度、位 相性 （幼 児 向け 、若 年 層 向 け 、 中年 層 向け 、 老 年 層

　 向け 、 男 性向 け 、 女 性 向 け ……） 、 支配 コ ー ド （日常 コ ー
ド 、 論理 コ

ー
ド 、 評 価 コ

ー
ド 、

　感 情 コ ー ド、回 想 コ ー ド、想 像 コ ー ド、未 経験 コ ー ド、文 芸 コ
ー ド 、 歴 史 コ

ー ド 、 文 字

　 コ
ー ド、音声 コ

ー ド、映 像 コ
ー

ド） 。

C 成 立 条 件 指数 ＝ 時 、所 、動 機 ・目的 、 主 体 、 焦 点主 体、対 象 1 （広 対 象 ） 、 対 象 2 （広

　 対象 の 一部 をな す狭 対 象 ） 、 共 起対 象 （主 体 ・主対 象の 価 値や 惰緒 性 な ど を 上 下 さ せ る

　役 を 担 う対 象 ） 、伝 達 ジ ャ ン ル （日 常会話 、仕 事 、儀 礼 、娯 楽 …・∴ ） 、言 語 機 能 （外語 、

　 外 内 語 、内語 、非言 語 ） 、主 体 の 判 断 、場 面 心 理 （改 ま り 、感 動 …… ） 、メ デ ィ ァ （文

　字、音声 、 映 像 ） 、 伝 達 内容 、 表 現 の 調 子 （改 ま っ て 、 くだ け て
……） 、誉 語 規 範 （共

　通 語 、，方 言 、 話 し こ と ば 、 散 文調 ） 、 作 品 規 制 （カ メ ラ ワ
ー

ク な どで の 制 限 、 時 間 的 長

　 さ の 制 約
……） 、 伝 達 規 制 （特 定 時 、 フ ォ

ーマ ル に ） 。

D 言 語 指 数

（1）音 韻 指 数 ＝音 素 類 型 （現 代 、東 海 東 山 道 方 言 型 ） 、モ ーラ 数 、音 節 構 造 （現代 、 東京

　　方 言 型 ） 、 ア ク セ ン ト類 型 （現 代 、東 京式 〉 。

（2）文 法指 数 ＝ 構 文構 造 複雑 度 （連 体 修飾 文構 造 、連 用 修 飾 文構 造 …… ） 、格 （時 格 、所

　　格 、行 為 者 格 、経 験 者 格 、対 象 格 、起 点 格 ……） 、強 め 形 式 数 、主 文 テ ン ス （完了 、

　 　未 完 了 ） 、 ア ス ペ ク ト 、 ム ー
ド 。

（3 ）意 味 領 域 指 数 ＝ 知 的 意 味 領 域 、 文 法 的意 味領 域 、文体 的 意 味 領 域 、評 価 的 意 眛 領 域 、

　 　感 情 的意味 領 域、位 相 的意 味領 域 、 地 域 的意 味領域 、 文 化的 意味 領 域 。

（4 ）語彙指数 ＝ 天 空語彙 、 天 候語彙 、 季節語 彙 、 時刻語彙 、 地語 彙 （山 、 川 、 湧 き水……）、

　 　樹 木語 彙 、 花 語彙 、 形状 語 彙 、 色 彩語彙 、 人 間語彙 、 行 動語 彙 、 変 化語 彙 、 評 価 ・感

　 　情 語欒 。

（5 ）評 価 ・感 情 性 ＝ 評 価 ・感 情 度 。

（6 ）文 体指 数 ＝ ジ ャ ン ル 、 モ チ ーフ （テ
ー

マ を 描 く角 度 ） 、物 語 性 （多話 性 を も つ ） 、直

　 　叙 性 、視 座 （共 同 体 な ど に 対 す る 制 作 者 や 表 現 主 体の 関 係 の し方 、例 え ば 共 同 体の 話

　 　者 ・語 り手 ・ナ レ
ー

シ ョ ン と制 作 者 の 目 の
一

致 して い る と こ ろ が あ る ） 、視 点 移 動 性 、

　 　言 語 規 範 （時 代 的 規 範 、作 品 類 型 的 規 範 ……
） 、

一文 中 の 名 詞 数 、 人格 語 、 語 り手 に

　 　 よ る 文 、登 場 人 物 の 心 情 を 述 べ る 文 、時 制 形 態 、サ マ リー、シ ー
ン 、場 面 展 開 、会 話 、

　 　一文 の 字数 ・モ ーラ 数 、 ス ー パ ーイ ン ポ ーズ の 漢 字、語 彙表 記 （明治 普 通 文 体 、会話

　 　体 ） 、 対者 待 遇 （丁 寧 度 、
2 だ 体 、

3 で ある 体 、
4 で す 体……）、素 材待 遇 （尊敬 、

　 　謙譲 ） 。

（7 ）表 現 指 数 言感 覚 型 表 現 （視 覚 法 、聴 覚法
……

） 、散文 型 表 現 、一
般 型 の 表 現 （省 略 、

　 　｝由象イヒ・一・一一）　o

（8）連 接 指数 ＝ 連 接相 手 （対 立 枠 、 転換 ・
飛 躍 枠 、 カ ッ ト 、 シ ー ン ……

） 、 連 接方 向 （順

　 　接 、 逆接 、 同 内容 ……） 、 連 接 方法 （指 示 語 、 同
一語 句 、 類語 語

……） 、 主題 文指数 。

〔9 ）新 鮮 化 指数 ＝ 小話 の 転換 （小話 の 転換 に よ っ て 当 該場 面 へ の 倦 怠性が な くな り視聴 者
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　 　の 心 情 が 新 鮮 化 され る の で 匚＋ 3］ を 与え る ） 、 飛 躍 （場 面 が 急 展 開 し視 聴 者の 心 情 が

　 　新 鮮 化 さ れ る よ うな 時 に 匚＋ 5］ を 与 え る ） 、 シ ー
ン の 転 換 （段 落 や 話 題 転 換 に 比 べ る

　 　とた び たび変 わ るこ とが 多い し視聴 者が 転換 を意識 しな い くらい の もの も結 構 あ る の

　 　で 、 段落 よ り は 度数 を低 くと る必 要が あ る） 。

（10＞遮 断指 数 ＝ FO （意 味の 連 続 性が 遮 断 さ れ 、成 立 条 件や 話題 が ま っ た く新 し く始 ま る

　 　よ うな 時 に 暫 定 基 準 と して ［− 10］ を 与 え る 。 こ の 処 置 に よ っ て 、 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ

　 　ン 指数 が 新 しい 度数 か ら ス タ ー
トで き る よ うに な る ） 。

（11）倦 怠 化指数 ＝ 画 面 や 手法 が 洗練 され て お り 、 倦 怠感 を誘 うよ うな 同
一

語 反 復や 同
一

手

　 　法反 復数 は まず 観察 されな か っ た 。

E 心 理 指数 ＝ プ ラ ス 心 理 指 数 、 マ イ ナ ス 心 理 指数 、中 立 心 理 指数 。

F 非言 語 指数

（1）周辺言 語 指数 ＝ 音質 、 訛 音 、 聞 きや す さ 、 強弱 、 テ ン ポ 、 つ なぎ 音 、 笑 い 、 沈 黙 ・間 、

　 　流暢 さ 、 物音 、イ ン ト ネ ーシ ョ ン ……
。

（2）環 境 指数 ＝ 対 人 距離 、 対 面性 、 色 彩 表 現 性 、感 触 ……
。

（3）身体 信号 指 数 ＝ 性 、年 齢 、職 業 、皮 膚 の 色 、親 密 度 、好 感 度 、体 型 、姿 勢 、顔 だ ち 、

　 　髪 型 、 目 っ き 、 視 線 の 方 向 ・動 き 、 表情 ……
。

（4）変 化 ・行 動 指 数 ：方 向 、 角 度 、 状態 （笑 顔 で 、

一直 線 に 、打 ち 込 ん で 、 爽 や か に 、美

　 　し く
……

） 、 行 動 ・ 変 化 の 重 要 度、速度 、 調 整 動作 、 し ぐ さ 、 身 ぶ り 、 動 作 指 数 （移

　 　動 する類 、曲げ る 類 、伸 ば す 類 、回 す類 、 5 立 っ 類 、座 る類 ……） 、 変 化 指数 （変化

　 　する類 、出会 う類 ……） 。

G 受信 者 指 数 ＝ あ ら わ れ な い 。

5 　 多文 化認 知 との 関連

　 番 組 の 視 聴 者 た ち は 、 無意 識 に で は あ るが 、 番 組 を見 る 時 に は す で に 自分 の 内部 に 自 ら

の 認 知類 型が で きあ が っ て い て 、 そ の 認 知の 枠 を とお して 映 像 を見 て い る もの と思 わ れ る 。

例 え ば 、こ の 番組 の 場 面 （1）〜 （18）の 中 で 学生 た ち が 「お も し ろ い 」 と 回答 した （2）早春 の

松本城 、 （4 ）手 鞠 を作 る、 （9）ち ょ うちん を作 る職 人 、（10）夕焼 け の 松本 城 、 （12 ）女 鳥 羽川

の 源 流 、（13）桜の 花が たわ わ に 咲 く 、 （16）職 人が 桃 味 噌 を作 る とい う 7 場 面 で は 、　「厳 し

く長 い 冬 を 終 え て 春 を迎 え た 信 州人 の よ ろ こ び 」　「生 活 の 動 き 」　「日 の 光 」　「赤 」　「黄」

な どが 見 事な 手法 で 使わ れ 、 学 生 た ち個 々 人の 複雑 な 認 知 構 造 が 「城 」　「春 」　「月 」　「夕

焼 け 」 「桜 の 花」 「桃 の 花 」な ど に 顕 在 化 して い る よ うで あ る 。 「夕 焼 け 」 に して も 「桜

の 花 」 に して も、そ の 人 そ の 人 が そ れ ま で の 人 生で 見 聞 き し て き た 夕 焼 け の 風 景 ・色 彩 ・

事 情 ・心 理 な どが 総 合 化 さ れ た 意 味 （＝ 経 験 的 意 味） が 異 な る の で 、 『小 さ な 旅 』 の 松 本

城 の 夕 焼 け と い う 同 じ画 面 ・対 象 を 見 て い る の に 、 プ ラ ス 感情 に と っ た り マ イ ナ ス 感情 を

抱 い た り し、さ ま ざ ま な 表 象 を 浮 か ぺ る こ とに な る 。 そ して 、 こ の 種 の 表 象が 何 度 か 重 ね

られ て 、 番 組 や 作 品 に 対す る 最終 的 な評 価 が形 成 され て い く 。
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